
・９　外国語

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等）

２ 学習の到達目標（CAN-DOリストによる当該学年の４技能の到達目標）

【第１学年】履修科目：「コミュニケーション英語Ⅰ」（２単位）

　　　　　　主な教材：上記科目の教科書，教科書の内容に関連した別教材

３ 学習評価(評価規準と評価方法)

外国語 コミュニケーション英語Ⅰ 1 第2学年
教科書：Revised COMET

English Communication Ⅰ
(数研)

コミュニケーション英語Ⅰの授業は，「話すこと」，「書くこと」，「聞くこと」，「読むこ
と」という４技能の力をつける授業です。そのため，聞いたり読んだりしたことを基に情報や
考えなどについて話したり書いたりする言語活動を多く行います。授業では積極的に活動に参
加しましょう。

平成31年度　外国語科

教科 科目 単位数 指導学年 教材名・副教材名

CAN-DOリストによる
「話すこと」と「書
くこと」の到達目標
を的確に評価できる
方法で実施。

CAN-DOリストによる
「聞くこと」と「読
むこと」の到達目標
を的確に評価できる
方法で実施。

英語やその運用につ
いての知識を身に付
けているとともに，
その背景にある文化
などを理解している
かどうかを的確に評
価できる方法で実
施。

話すこと 書くこと 聞くこと 読むこと

学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価

・アクセントやイ
ントネーションに
注意しながら正確
な音を発すること
ができる。
・決まった表現や
形式を用いて，日
常の挨拶ができた
り，身近なことが
らについての質問
に応えることがで
きる。

・音読ﾃｽﾄ
・ﾍﾟｱﾜｰｸ
・ｸﾞﾙｰﾌﾟ
ﾜｰｸ
・ｲﾝﾀﾋﾞｭｰ
ﾃｽﾄ

・アルファベッ
ト，ヘボン式ロー
マ字の大文字・小
文字を区別して書
くことができる。
・基本的な単語や
句を正確に書くこ
とができる。
・自分自身につい
ての基本的な情報
（名前，誕生日，
年齢など）を書く
ことができる。
・すでに与えられ
てある単語や表
現，文法事項の知
識を活用してごく
簡単な英文（１～
２文）を書くこと
ができる。

・ﾗｲﾃｨﾝｸﾞ
活動
・ﾌﾟﾘﾝﾄ点
検
・定期考
査

・アルファベット
を聞いてどの音か
区別することがで
きる。
・ゆっくりはっき
り話されれば，
「立て」「座れ」
「静かに」などの
短い簡単な指示を
理解することがで
きる。
・ジェスチャーを
用いて，ゆっくり
はっきりと発音さ
れれば，身近な単
語や表現からなる
１～３文程度の英
文を正確に聞き取
り，意味を理解す
ることができる。

・ﾘｽﾆﾝｸﾞ
活動
・ﾘｽﾆﾝｸﾞﾃ
ｽﾄ

・音で知っている
単語を書かれてい
るものの中から見
つけ出すことがで
きる。
・日常生活で使わ
れる非常に簡単な
指示（「立入り禁
止」や「足元注
意」など）やレス
トランなどのメ
ニューの大枠の意
味を理解すること
ができる。

・音読活
動
・音読ﾃｽ
ﾄ
・定期考
査

上に示す観点に基づいて，学習のまとまりごとに評価し，学年末に５段階の評定にまとめます。
学習内容に応じて，それぞれの観点を適切に配分し，評価します。

観
点

コミュニケーションへの
関心・意欲・態度

外国語表現の能力 外国語理解の能力
言語や文化についての

知識理解

実
施
方
法

コミュニケーション
に関心をもち，積極
的に言語活動を行
い，コミュニケー
ションを図ろうとし
ているかを的確に評
価できる方法で実
施。

学校番号 T1208



４ 学習の活動

受け身（be動詞
＋過去分詞）に
ついて基本的な
知識を理解す
る。

教科書本文の確
認やその問題を
用いて、日本語
を確認しながら
文法事項や場面
を理解する。

本文中で理解し
た文法知識を用
いて簡単な英文
を作る。

・定期テスト

「外国語表現の能力」

本文の内容に関
連して、自分の
意見を簡潔に話
す/書くことがで
きる。

ペアで、ワーク
シートのキー
ワードを参考に
して、鳥や魚の
群れの行動ルー
ルについての考
えを伝え合う。

「言語や文化についての知識・理解」

主な学習内容 単元の評価規準 評価方法

単元
（配当時間）

題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法

鳥や魚の群れの
行動ルールにつ
いて、キーワー
ドを使って実際
に書いたり、伝
えたりしている
か。

・ペアワーク

・ワークシート

「外国語理解の能力」

Lesson 7
Moving As

One
一体となっ

て動く

鳥や魚の群
れの動きの
ルールとそ
の産業界で
の応用例

受け身

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」

鳥や魚の群れや
その行動ルール
が応用される分
野について関心
を持ち、積極的
に聞いたり、読
んだりしてい
る。

教科書本文を用
いて、日本語を
確認しながら内
容を理解する。

鳥や魚の群れや
その行動ルール
が応用される分
野について関心
を持ち、積極的
に聞いたり読ん
だりしている。

・ワークシート

・机間指導

鳥や魚の群れの
行動ルールがど
のようなものか
をペアで発表し
合い、理解す

本文の音声やペ
アの発表を聞い
て、ワークシー
トにメモさせ
る。

本文内容やペア
活動で理解した
知識を用いて、
ワークシートに
記述を行ってい

・ペアワーク

・ワークシート

Lesson 8
Convenience

Stores:
 the Keys
to Their
Success

コンビニエ
ンススト

ア：その成
功のかぎ

客に買って
もらうため
のコンビニ
エンス・ス
トアの工夫
とは

現在分詞・
過去分詞

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」

コンビニエンス
ストアの工夫に
ついて関心を持
ち、積極的に聞
いたり、読んだ
りしている。

教科書本文を用
いて、日本語を
確認しながら内
容を理解する。

コンビニエンス
ストアの工夫に
ついて関心を持
ち、積極的に聞
いたり読んだり
している。

・ワークシート

・机間指導

「外国語表現の能力」

分詞(現在分詞/
過去分詞)の基本
的な用法を用い
て、正しい文を
書くことができ
る。

ワークシートの
キーワードなど
を確認し、本文
中で理解した文
法知識を用いて
簡単な英文を作
る。

本文中で理解し
た文法知識を用
いて簡単な英文
を作る。

・ワークシート

・定期考査

単元
（配当時間）

題材内容 単元の目標



コンビニエンス
ストアや他の種
類の店舗で、他
にどのような工
夫がなされてい
るかについて
知っている。

ワークシートを
用いて、コンビ
ニには他にどの
ような工夫があ
るのか考える。

ワークシートに
記述を行ってい
る。

・ワークシート

・ペアワーク

・ワークシート

Lesson 8
Convenience

Stores:
 the Keys
to Their
Success

コンビニエ
ンススト

ア：その成
功のかぎ

客に買って
もらうため
のコンビニ
エンス・ス
トアの工夫
とは

現在分詞・
過去分詞

コンビニエンス
ストアの弁当や
飲み物の商品配
置と大きな窓が
ある意図や、陳
列棚の工夫につ
いて理解でき
る。

教科書本文を確
認し、ワーク
シートの質問に
答え、ペアで確
認する。

ワークシートに
コンビニエンス
ストアの工夫に
ついてまとめて
いる。

「外国語理解の能力」

「言語や文化についての知識・理解」

評価方法

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」

マララさんの行
動・主張や学校
教育の意義につ
いて関心を持
ち、積極的に聞
いたり、読んだ
りしている。

教科書本文を用
いて、日本語を
確認しながら内
容を理解する。

マララさんの行
動・主張や学校
教育の意義につ
いて関心を持
ち、積極的に聞
いたり読んだり
している。

・ワークシート

・机間指導

「外国語表現の能力」

本文の内容に関
連して、自分の
意見を簡潔に話
す/書くことがで
きる。

単元
（配当時間）

題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準

「言語や文化についての知識・理解」

比較について基
本的な知識を理
解する。

教科書本文の確
認やその問題を
用いて、日本語
を確認しながら
文法事項や場面
を理解する。

本文中で理解し
た文法知識を用
いて簡単な英文
を作る。

・定期テスト

Lesson 9
Malala

Yousafzai:
Education
Can Change
the World
マララ・ユ
スフザイ：
教育は世界
を変えられ

る

17歳でノー
ベル平和賞
を受賞した
マララ・ユ
スフザイさ
ん ― 彼女
が訴え続け
るメッセー
ジとは

比較 ペアで、ワーク
シートのキー
ワードを参考に
して、マララさ
んについて自分
の考えを伝え合
う。

マララさんの行
動・主張や学校
教育の意義、
キーワードを
使って実際に書
いたり、伝えた
りしているか。

・ペアワーク

・ワークシート

「外国語理解の能力」

マララさんの行
動・主張や学校
教育の意義につ
いての自分の考
えをペアで発表
し合い、理解す
る。

本文の音声やペ
アの発表を聞い
て、ワークシー
トにメモさせ
る。

本文内容やペア
活動で理解した
知識を用いて、
ワークシートに
記述を行ってい
る。

・ペアワーク

・ワークシート



関係代名詞
(who/which/that
)の基本的な用法
を用いて、正し
い文を書くこと
ができる。

単元
（配当時間）

題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準

「言語や文化についての知識・理解」

インスタント
ラーメンは世界
の様々な国の食
文化の中に普
及・定着してい
ることを知って
いる。

ワークシートに
インスタント
ラーメンに関す
る、自分の考え
や知っているこ
とを書き、それ
をペアで発表し
合う。

ワークシートを
用いて自分の考
えを書いてい
る。

・ペアワーク

・ワークシート

Lesson 10
Ando

Momofuku:
the Father
of Instant
Noodles

安藤百福：
インスタン
トラーメン

の父

インスタン
トラーメン
を発明した
安藤百福さ
ん ― 彼の
ひらめきか
らカップ麺
が誕生する
まで

関係代名詞
ワークシートの
キーワードなど
を確認し、本文
中で理解した文
法知識を用いて
簡単な英文を作
る。

本文中で理解し
た文法知識を用
いて簡単な英文
を作る。

・ワークシート

・定期考査

「外国語理解の能力」

安藤氏がカップ
麺を開発した経
緯や、彼の商品
開発に対する姿
勢について理解
できる。

教科書本文を確
認し、ワーク
シートの質問に
答え、ペアで確
認する。

安藤百福や彼の
商品についてま
とめている。

・ペアワーク

・ワークシート

評価方法

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」

安藤氏がカップ
麺を開発した経
緯や彼の商品開
発に対する姿勢
について関心を
持ち、積極的に
聞いたり、読ん
だりしている。

教科書本文を用
いて、日本語を
確認しながら内
容を理解する。

安藤氏がカップ
麺を開発した経
緯や彼の商品開
発に対する姿勢
について関心を
持ち、積極的に
聞いたり読んだ
りしている。

・ワークシート

・机間指導

「外国語表現の能力」


